
継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5401 生涯学習活動の推進 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等 生涯にわたって学びの機会が持てるまちづくり 450400
教育委員会生涯学習
課

0595-22-9679

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

習や交流の場としてネットワーク機能を充実させ、市民が参加しやすい体制を整えます。

若者や中間層にある世代に配慮した活動環境の提供に努めます。

生涯学習セミナーなど各種の講座、学習会を開催し、多様な学習機会の提供に努め、地域・家庭の教育力の向上を図るとともに、生涯学習活
動への意識を高めます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

53.0
生涯学習セミナー内容についての
満足度（％）

満足度が上がることにより、受講者
数が増加する。

49.0
57.0 58.0

56.0

54

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・　生涯学習推進大綱に基づき、生涯学習センターを拠点に、
だれもが生涯を通じて学び豊かな人生を送るため、より多くの
市民の学習意欲に応えられるよう事業内容を検証していきま
す。

【生涯学習セミナーの開催】
　市民ニーズに対応したテーマ「（仮称）万葉集と伊賀」を設定
し、開催曜日、啓発内容の検証を行い、継続して実施していき
ます。

【成人式の開催】
　新成人が一層主体的に開催する体制づくりに努め、継続して
開催します。

【栄楽館の維持管理】
　生涯学習施設から賑わいが創出できる施設へ用途変更する
ため、関係課と数回の協議を行いました。２７年度においても引
き続き検討を続けていきます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・　成人式については見直し結果を踏まえ、市内9ヶ所での分散
開催としました。応募者を含め実行委員会へ参画する新成人
が増えており、新成人が主体となった実行委員会の体制が少し
ずつ定着しつつありますが、地域で祝う式典として地域住民へ
の参画を働きかける必要があります。

・　市民への学習啓発のため、大学等の機関との連携により生
涯学習セミナーを開催していますが、参加者数が非常に少ない
のが課題であり、周知方法と内容の検証が必要です。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
【生涯学習推進啓発事業】
　生涯学習セミナーを年５回開催しましたが、啓発及び市民
ニーズに合っていなかったのか、計画していた受講者の集客が
できませんでした。

【成人式開催経費】
　新成人自らが社会の一員であることを自覚するため、式典を
開催しましたが、主体的な運営をめざす実行委員会への参画
に課題があります。

【栄楽館維持管理経費】
　生涯学習施設として運営しましたが、立地条件から中心市街
地のにぎわい施設として活用について検討する必要がありま
す。



(続紙) 施策 5401 生涯学習活動の推進

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 3 →

04 ↑

社会教育推進経費(01-10-
05-01-430-51)

生涯学習推進啓発事業(01-
10-05-01-431-51)

01 1 ↑ 1,917

03 2 → 643

成人式式典を開催し、新成人を祝い激励する。

社会教育法第１５条に定める社会教育委員を委嘱し、生涯学習の各種事業への
助言を受ける。

市民の学習意欲に応えることによって、自己実現の一助とする。また、大学等の
機関との連携により学習の機会提供を図る。

2,387

27
重
点

2

事務事業名

成人式開催経費(01-10-05-
01-430-01)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

3

1

4,136 4,244

5,664 5,955

617

12,360 13,203構成事務事業　合計

生涯学習施設「栄楽館」の指定管理、修繕を行う。
栄楽館維持管理経費(01-
10-05-01-432-56)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5402 だれもが利用しやすい図書館の充実 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等 生涯にわたって学びの機会が持てるまちづくり 450700
教育委員会上野図書
館

0595-21-6868

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

たな図書館の整備を行います。

談業務を充実させます。

どの世代の市民もこれからの地域のありようを市民自らが決定するため、判断材料となる情報・資料の拠点づくりを推進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

285,000
図書貸出冊数（冊）

蔵書を増やし、市全域に均一化した
図書サービスを行い図書館を利用し
やすくすることで貸出冊数が増加す
る。

274,738
295,000 300,000

315,897

54

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・図書館は、赤ちゃんから高齢者まで誰もが無料で利用でき、
本と人をつなぐ司書がレファレンス（調べもの）するなど子ども
の成長を支え、暮らしに役立つ施設です。多くの情報・資料の
拠点であり、親しみやすく心が潤う場所です。このことをいろん
な媒体を通じ発信し、利用促進に取り組みます。
・新たな図書館は、利便性と合理性を重視した施設構成とし、
図書館機能を発揮するよう、市の施設整備計画としてさらに検
討します。

【図書館管理経費】
＊市広報やホームページ、ケーブルテレビ等で情報発信して利
用促進を図っていきます。
＊社会的ニーズや賑わいの創出のため、上野図書館の開館
時間の延長を引き続き検討していきます。

【図書室運営管理経費】
＊ミニ展示や特集コーナー等を設けて、一層の情報発信に努
め、分館図書室の利用促進を図っていきます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・公民館図書室を上野図書館の分館と位置づけ、システム連携
や配送サービスを実施しました。身近な図書室で同様のサービ
スが受けられることを市民にもっと発信して、図書館・図書室の
利用促進を図っていく必要があります。また、図書館サービス
の内容の充実に取り組む必要があります。
・新図書館基本計画について、新図書館建設計画検討委員会
から答申を受け教育委員会として検討しました。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
【図書館管理経費】
＊図書館（室）業務の一括委託は調整できましたが、利便性の
向上、賑わいの創出のため、上野図書館の開館時間の延長を
行う必要があります。
＊図書の回転率を上げ、配送件数を伸ばす必要があります。こ
のため、各図書館（室）が特色ある取り組みをし、図書館の認
知度を高め、利用者増を図る必要があります。
＊図書館への理解と啓発活動の充実を図るため、ホームペー
ジの開設を行いました。
＊図書館(室）は、学校教育を援助し、家庭教育の向上に資す
るよう努めなければなりません。図書館（室）の活用促進は、地
域の教育力をアップさせます。教育力向上のため、ハード面と
して施設整備は必要です。
＊図書館は、交流・憩いの空間（場）、賑わいの創出に寄与で
きる施設として、方向性を示していく必要があります。
【図書室運営管理経費】
＊分館図書室を上野図書館の分館と位置づけ、システム連携
や配送サービスを実施しました。身近な図書室で同様のサービ
スが受けられることを市民にもっと発信して、図書館・図書室の
利用促進を図っていく必要があります。　また、図書館サービス
の内容の充実に取り組む必要があります。



(続紙) 施策 5402 だれもが利用しやすい図書館の充実

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 2 →
図書室運営管理経費(01-
10-05-07-910-01)

01 1 ↑ 74,709
伊賀市の教育理念である「一人ひとりが輝く」ために、市民にとって生涯学習の拠
点となり利用しやすい新たな図書館を整備する。

図書館情報システムの連携や配送サービスにより、身近な図書室で市内全域の
図書館・図書室のサービス展開を行う。

78,056

27
重
点

1

事務事業名

図書館管理経費(01-10-05-
07-447-01)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2 2,542 2,574

77,251 80,630構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5403 子どもの読書活動を推進するための体制づくり 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等 生涯にわたって学びの機会が持てるまちづくり 450400
教育委員会生涯学習
課

0595-22-9679

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

家庭や上野図書館・図書館分館、学校等のそれぞれの場所において、また、それらが連携し合うことで、子どもが自然に本に親しむ環境を整
え、自ら進んで読書に親しめるよう取り組みます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

105,000
児童書の貸出回数（冊）

読み聞かせの回数が増えることによ
り、児童図書の貸出冊数が増える。

101,858
109,000 110,000

118,605

54

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・家庭、図書館、学校等が連携することで、本に親しむ環境を整
え、子どもが自ら進んで読書に親しむよう取り組みを図っていき
ます。

＊家庭、図書館、学校等が連携することで、本に親しむ環境を
整え、子どもが自ら進んで読書に親しむよう取り組みを図って
いきます。
＊「第二次伊賀市子ども読書活動推進計画」は、平成２５年度
から平成２９年度までの５年間としているが、「伊賀市生涯学習
推進大綱」にまとめて推進していく考えです。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・「第二次伊賀市子ども読書活動推進計画」に基づき、学校、地
域、家庭等と連携し、自ら進んで読書に親しめるよう、読み聞か
せやお話会などの取り組みを進めていますが、年齢が進むに
つれて読書時間、読書量が減少しています。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
＊「第二次伊賀市子ども読書活動推進計画」に基づき、学校、
地域、家庭等と連携し、自ら進んで読書に親しめるよう、読み聞
かせやお話会などの取り組みを進めていますが、年齢が進む
につれて読書時間、読書量が減少しています。



(続紙) 施策 5403 子どもの読書活動を推進するための体制づくり

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

27
重
点

事務事業名
H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

0 0構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5404 青少年健全育成を推進するための体制づくり 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等 生涯にわたって学びの機会が持てるまちづくり 450400
教育委員会生涯学習
課

0595-22-9679

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

す。さらに、青少年の非行防止活動や社会環境浄化活動の展開を図り、社会規範の維持向上をめざします。

次代を担う子ども・若者は、自他ともにかけがえのない存在であり、自ら進んで社会参加できるよう、家庭・学校・地域が連携した青少年の健全
育成の取り組みを支援するとともに、青少年の安全確保と健全育成のための環境づくりを促進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

150
伊賀市青少年育成市民連絡会議推
進大会参加者数（人）

推進大会参加者の増減を示す 206
200 300

157

54

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・青少年育成団体の事務局体制については、改善できるよう関
係団体と協議をしていきます。

・一体型または連携して実施する放課後児童クラブと放課後子
ども教室の新たな取り組みについては、地域への説明と理解を
求めていきます。

【青少年健全育成事業】
＊地域の活動を広く情報提供、情報交換することにより、活動
の普及・推進を行い、健全育成の推進つなげていきます。

【放課後子ども教室推進事業】
＊すべての児童が安全・安心な放課後の居場所づくりを提供
するため、「放課後子ども総合プラン」に基づき継続して推進を
行っていきます。

【青少年センター運営経費】
　引き続き街頭補導や環境浄化活動を行い、青少年の非行防
止に努めます。　放課後子どもプランについては、「放課後子ど
も総合プラン｣による新たな取り組みに基づき、関係課と連携し
ながら進めていきます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・青少年健全育成事業については、伊賀市の一体化した青少
年育成団体として活動ができるよう本年度から新たな補助金制
度により支援をしていますが、運営において団体の自主的な事
務局体制に見直す必要があります。

・地域の協力により現在7つの放課後子ども教室が運営されて
いますが、次年度から放課後児童クラブと放課後子ども教室の
運営が一体化または連携したしくみとなるため、地域の実情に
応じた適切な体制づくりが必要です。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
【青少年健全育成事業】
＊青少年健全育成団体への支援策の見直しは行いましたが、
すべての団体が自主運営できる体制には至っていない状況で
す。
＊青少年健全育成に積極的な団体に対して支援していく方策
の構築を行いました。
＊青少年健全育成団体への補助金の不均衡の解消を図るとと
もに、積極的に活動する団体（組織）に対しての支援策を構築
しました。

【放課後子ども教室推進事業】
　多様な体験や活動ができるよう「放課後子ども総合プラン」に
基づき、放課後児童クラブと連携し、すべての児童が安全・安
心な放課後の居場所づくりを行いました。



(続紙) 施策 5404 青少年健全育成を推進するための体制づくり

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 2 ↓

04 ↑

放課後子ども教室推進事業
(01-10-05-04-441-52)

青少年センター運営経費
(01-10-05-04-442-01)

01 1 ↑ 3,640

03 3 → 4,561

家庭・学校・地域が一体となって、青少年の安全確保と健全育成のための環境づ
くりを促進する。
地域の青少年健全育成団体の活動を支援する。

放課後に学校の空き教室等を利用して、子どもの居場所を提供する。

市内の児童生徒や未成年者へ、街頭補導活動や相談活動、環境浄化活動を行
うことによって、青少年の非行や犯罪を防止する。

3,911

27
重
点

1

事務事業名

青少年健全育成事業(01-
10-05-04-441-51)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2

3

6,979 5,434

296 1,083

4,937

15,476 15,365構成事務事業　合計

すべての子どもたちの土曜日の教育活動の充実のため、地域の多様な経験や
技能を持つ人材・企業等の協力により、土曜日に体系的・継続的な教育プログラ
ムを企画・実施する取組を支援し、教育支援体制等の構築を図る

地域による土曜日等の教育
支援事業(01-10-05-04-
441-54)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5405 公民館活動の活性化と育成 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等 生涯にわたって学びの機会が持てるまちづくり 450600
教育委員会中央公民
館

0595-22-9637

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

成に結びつけます。

進め、公民館活動の充実を図ります。

を進めます。

社会環境の急速な変化のなかで、精神的な豊かさや自己実現を求める傾向が強まっており、市民の学習に対する意欲はますます多様化、高
度化しています。なかでも、活動に参加しづらい年代や子育て世代からは、活動時間や場所、子どもとの参加などワークライフバランスの一助と
なる生涯学習や、コミュニティ活動と生涯学習の連携による事業推進などが求められているため、生涯学習活動の拠点となる公民館活動を活
性化させ、情報発信や事業連携などを積極的に行い学習ニーズに合わせた事業の推進を図ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

4,500
地区公民館施設利用回数（回）

公民館活動指導者を育成すること
で、公民館活動の活性化が図れる。

3,259
4,900 5,000

5,135

54

平成27年度平成26年度
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改善
ポイ
ント
と
具体
的な
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・　講座等についてはおおよそ3年で見直しを行っていますが、
参加者の状況やニーズを把握しながら内容の検討を図ります。

【分館活動経費】
＊上野地区と青山地区の分館の位置づけを廃止していく方向
の地区説明を行いました。
＊今後、全市的に公民館活動の推進施策を地区市民センター
の自治センター化の検討と合わせて協議を行っていきます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・　社会教育法に基づき、各種講座・教室の開催を行いサーク
ル活動の育成につなげていますが、20代から50代の参加者が
少ない状況にあります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
【公民館事業経費】
＊上野公民館と生涯学習課がよく似た事業を実施しているた
め、できる限り生涯学習課との1本化を考えていく必要がありま
す。

【分館活動経費】
＊上野地区と青山地区の住民自治協議会へ委託している分館
活動のあり方を見直す必要があります。
＊地区市民センターの自治センター化が検討されており、地域
への説明と理解を得たうえで、分館規則の廃止と社会教育、生
涯学習としての推進を図っていきます。



(続紙) 施策 5405 公民館活動の活性化と育成
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02 1 →
公民館事業経費(01-10-05-
05-444-51)

分館活動経費(01-10-05-
06-446-51)

01 2 → 16,739

03 3 ↓ 10,358

生涯学習活動の拠点施設として、利用しやすい公民館を目指し、充実した公民館
活動やサークル活動の推進を図る。また、併設している上野図書館分館いがま
ち図書室図書サービスの充実と巡回サービスに努め読書活動を推進する。

・生涯学習の場として、受講者のニーズにあった公民館教室を開設。
・やまなみ文化協会のサークル活動等の活動支援及び学習成果の発表の場とし
て、展覧会等を開催する。

上野公民館２１分館における公民館活動経費

17,949

27
重
点

3

事務事業名

公民館管理経費(01-10-05-
05-443-01)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2

1

11,330 11,423

9,645

38,427 39,017構成事務事業　合計


